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1．マニュアルの活用方法

マニュアルの趣旨

千三百年の歴史をもつ竹小舞下地土塗り壁（以下、「土壁」と略す）は伝統的な木造建築

の重要な要素となっている。しかし、自然材料の品質管理の難しさ、法令上の耐震性の評価

の低さ、工期の長さ、コスト、情報不足等を背景に土壁を使いにくい状況にある。

そのため、土壁再生シリーズ公開研究会＊1 を含むこれまでの研究成果をふまえて、京都市

内に膨大に残る既存京町家＊2 を良質で長寿命の土壁の住まいとして適切に保全・再生するた

めの土壁設計・施工・維持管理の要点をわかりやすくまとめたマニュアルを整備した。

主な特徴

1）土壁の総合的な魅力を高めて、地球環境への負荷を抑え、健康で快適で、地震や火災など

の災害にも強い安らぎのある住まいに長く暮らし続けるための基本的な要点を示したもの

で、現代工法の土壁住宅にも適用できる内容になっている。

2）土壁の総合的な特性と魅力を正しく理解するために、京都の左官職や大工棟梁の伝統技能

と、各所の最新の実験・研究による科学的知見を盛り込んでとりまとめている。

本マニュアルの普及により京都の歴史的まちなみと木造伝統住文化の魅力を守りながら、

快適で安心して暮らし続けられる住まい、まちづくりが促進されることを期待する。

なお、本マニュアルは京町家をモデルとしているが、全国各地の伝統的な土壁の住まいの

設計・施工や維持管理にも役立つものと考える。

◆マニュアルの適用範囲、適用方法

①土壁の設計・施工・維持管理手法の考え方は地域、建物用途、規模、工期、職人、予算等々に

より大きく異なる。そのため、本書では、一般規模の一般的な京町家を対象に、京都で多く見

られる標準的な土壁の設計・施工及び維持管理の考え方の要点をわかりやすくまとめている。

詳細については最寄の左官組合などに問い合わせて頂きたい。

②多種多様な材料・工法で造られ、諸種の劣化が見られる既存京町家の土壁に対して、補修・補

強手法と維持管理の要点を、多くの左官職の豊富な実務経験をもとに具体的に示した実務に役

立つ内容となっている。

③設計者・施工者を主対象としているが、日常の維持管理は住まい手が行う場合が多いため、住

まい手が読んでもわかりやすい内容としている。

④漆喰については、京都で多く見られる土壁の上塗り仕上げとしての要点をまとめている。

⑤用語については、地域により異なる場合が多いため、本書では京都で一般に使われている用語

を使用している。なお、用語の解説は、最終頁の「索引」から検索する方法としている。

＊1 土壁再生シリーズ公開研究会：市民、建築設計者、施工者、研究者等が一堂に会して、土壁文化

を保全・継承するための各種課題の解決策を研究者や左官技能者から学ぶシリーズ公開研究会を

開催した（平成 24 年度から 25年度にかけて計 9回開催）。主催：京都左官協同組合、関西木造住

文化研究会。

＊2 京町家：建築基準法施行（昭和 25 年）以前に建てられた京都市内の伝統構法の木造住宅。
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9.2 水害被災時

1）水害に遭った土壁の補修・補強方法

被災した土壁は、そのつど迅速かつ適切に補修・補強して、建物全体を常に健全な状態に

維持管理する。補修せずに放置した場合は土壁の強度が低下し、下地・構造体の腐朽につな

がる。

2）日頃の手入れの要点

水害を受け易い地域の場合は、日頃から被害を受けにくい対策を施す。

(例)・外壁の腰部・足元廻りは防水性の高い仕上げにする。（例）石積み、大壁板張り 他

  ・建物内部に雨水が浸入し難く、浸入しても迅速に排水できる納まり・構造とする。

  ・屋根の軒の出を深くする。その他は 8章参照。

①補修･補強方法の要点

水に浸かった部分（崩れ落ちた部分だけでなく、水が滲みこんだ部分も含む）をできるだけ速

やかに撤去し、下地の被害状況を確認した上で、下地を含めて適切に補修する。

イ）被害部分を放置した場合は、土壁が乾燥・固化

するため、被害部分の撤去・補修が困難になる

可能性がある。

ロ）表面に剥がれや浮きが無くても、多量の水を含

んだ場合は土壁の各塗り層間での浮きが発生し

易く、後日剥離する可能性がある

ハ）汚れた水に浸かった場合、土壁表面の変色やカ

ビの発生、表面劣化が起こり易くなり、経年変

化によるさびの出方も他の部分と異なってくる。

②補修･補強方法の例

被害に遭わなかった既設壁も含めて全面的に塗り替

える場合と、被害部分のみを部分補修する場合の補修･

補強方法の例を表 9.2-1、図 9.2-1 に示す。  

表 9.2.-1 水害で被災した土壁の補修･補強方法の例

1．全面塗り替えの場合 ２．被害部分のみを部分補修する場合

①水に浸かった部分を撤去した後に、竹小舞下地を点検して必要に応じて下地も補修･補強する。

②竹小舞下地が十分乾燥した後に、被害の無かった既設壁を中塗

りまでこそげ落とす。 ②竹小舞下地が十分乾燥した後に、既

設壁と新設補修壁との取り合い部を

同左の方法で斜めに削ぎ落とす。
③既設壁と新設補修壁を一体化するために、両者の取り合い部

は、土塗り層（荒壁、中塗り層）同士の接触面積が大きくなる様に

斜めに削ぎ落とす。

④撤去部分を新規の壁の施工手順に準じて塗る。

  ・新設壁と既設壁の取り合い部は両者が一体化する様に塗り継

ぐ。

③同左

⑤むら直し＊1 段階で、既設壁と新設壁をまたいで寒冷紗を伏せ込

み、ひび割れ止め補強をする。

④同左。さらに、中塗り段階で寒冷紗ま

たは和紙を両者の取り合い部に貼り

付けると割れ止め効果がより期待でき

る。

⑥仕上げ塗り（中塗り･上塗り）をする。 ⑤上塗りをする。
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①全面塗り替えの場合  ②部分補修する場合

図 9.2-1 水害で被災した土壁の補修・補強

     方法の例

＊1 むら直し：中塗りの前の段階の工程で、貫伏せ後に、中塗りの塗り厚を均等にするために、荒壁表面の不陸

を修正する工程。

むら直し


